―　生活Ｂ　―　指導（略案）

	日　　　時
	月　　日（　）　１０:０５　～　１１:５５

	場　　　所
	第２被服室

	対象グループ
	生活Ｂグループ　１７名

	指　導　者
	生活Ｂグループ担当　４名


	単元名　人との付き合い
（　　マナー講座　　）

　　　　　　　　　　　　　全１回

／　　時
	ねらい

・ロールプレイや副読本を元に人との付き合いについて考え、適した行動が取れるようになる。


	時間
	内　　　　容
	留　意　点
	備　考

	10:05
	集合
１．本日の学習の内容

「マナー講座」マナー読本を参考書にします。読本の項目により３パターンの学習方法にします。

（１）マナー相談所

教員が演じ、行動に関して被害者・加害者の教員の主張を聞き生徒に投げかける。それを聞きそれぞれ○×をあげて、理由も答える。

（２）マナー読本への記入

マナー読本の内容を読み、それぞれが答えを記入する。その後発表。解説を行う。
（３）生徒によるロールプレイ

２．マナー講座

①Ｐ１、２　→　記入

②Ｐ３　→　相談所

③Ｐ４，５　→　記入

④Ｐ６　→　相談所

⑤Ｐ７，８　→　記入
⑥P9,10 　→　ロールプレイ

⑦Ｐ１１～１７　→　記入

３．まとめ

今日の学習が実際に活かせるよう意識することを言う。
	号令をかけての挨拶はしません。授業の始まりがわかりにくい生徒には担当の先生が援助をしてください。
司会　　（Ｃ教諭）
キャスト（Ａ教諭）

　　　　（Ｂ教諭）

＊マナー違反をする側の職員はできるだけもっともらしい言い訳をしてください
マナー読本の絵ではイメージしにくい場合は、実際に援助者がその生徒に働きかけをしてください。
本日の学習と同じ場面があったときは（事例を基に書いたので十中八九あると思います）思い出させる形での指導をお願いします。

	「行列の出来るマナー相談所」看板

マナー読本
○×カード17ｾｯﾄ


